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「説明責任」と「責任説明」
専攻長　中　野　博　之

　「アカウンタビリティ」という言葉が、その訳語「説明責任」

と共に教育界を席巻していた時期がありました。この紙面で

「アカウンタビリティ」や教育における「説明責任」について

精緻に述べていくことはできませんが、広辞苑には「説明責任」

は「アカウンタビリティに同じ」とした上で「企業・行政など

が自らの諸活動について公衆や利害関係者に説明する社会的責

務」と記されています。何を説明するのかと言えば、目的を達

成したかどうかであると考えられます。「目的を達成したかど

うか」を説明するためには目的達成のためにどのような責任を

負っているのかを説明者が自覚している必要があります。つま

り「説明責任」は大切ですが、自己の責任を自覚しそれを説明する「責任説明」こそが大切なのではないでしょ

うか。新型コロナの感染が拡大し始めた頃、対面での授業は不可能でした。院生たちは学びの質が下がっている

のではないかと不安だったと思います。そうした中、本学教職大学院の先生方は「学びの質は落とせない」とそ

の責任を自覚し一丸となってオンライン授業の改善に努めました。その時の継続的な改善が現在の本学教職大学

院の授業の多様性に繋がっています。教師の責任は多種多様であり、子どもの全ての人格形成に責任を負うこと

は不可能です。しかし、本学教職大学院の院生たちには、目の前の子どもたちの成長についてどの部分にどのよ

うな責任を負っているのかを自覚し、そのための努力を惜しまない教師になって欲しいと願っています。

「令和４年度 教育実践研究発表会」を開催～対面・オンライン併用～
　昨年11月３日、２年次院生の中間報告会を実施いたしました。対面とオンラインを併用して行いましたが、ご参

加いただきました皆様、ありがとうございました。各院生の報告に対しまして、示唆に富んだご意見・ご助言に、

心から感謝申し上げます。また、ホームカミングデーでは、４名の修了生の皆さんに発表いただき、実践研究課題

への取組に大きなヒントをいただきました。それをもとに取組を深化させ、実践研究に励んでおります。

　さて、来る２月13日（月）10:00から青森県総合学校教育センターにて、「対面」と「Zoom によるオンライ

ン」を併用しながら、「教育実践研究発表会」を実施いたします。発表会のリーフレットは、弘前大学教職大学院

の ホ ー ム ペ ー ジ（URL：https://www.edu.hirosaki-u.ac.jp/gs/

pdotteachers.html)に掲載させていただいております。申込みは、

２月８日（水）締切となっております。なお、新型コロナウイ

ルス感染症の状況によりましては、急遽実施方法を変更するこ

ともございます。そのときは改めて教職大学院のホームページ

「新着情報」でご連絡いたしますので、近くなりましたらそちら

のご確認をお願いいたします。皆様のご参加を心よりお待ち申

し上げるとともに、忌憚のないご意見・ご指導を頂戴できれば

幸いです。
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最終報告会に向けて
Ｍ２ミドルリーダー養成コース　大平　慎悟
テーマ：協働的な組織文化の醸成―校内研修の
充実を通して―

　教職大学院での２年間
において、理論と実践の
往還を通じて自らの実践
を省察できたこと、さら
に、多くの人との繋がり
を築くことができたこと
は大変貴重な経験となり

ました。諸問題へのチームでの対応や教員相互の学び
等の必要性が高まりを見せる中、学校における協働的
な組織文化を醸成していくことの重要性も今後さらに
増していくのではないかと考えています。最終報告会
では、本研究での取り組みの実際と、成果・課題等に
ついて報告させていただきます。最後になりますが、
実践研究にご協力くださった所属校の先生方、ご指導
くださった教職大学院の先生方に対し、心から感謝申
し上げます。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　葛西　彩
テーマ：よりよい人間関係を構築するための学級
づくりのあり方―SEL―８Sプログラムを通して―

　これまでの自分の教育
活動について振り返るこ
と が で き た ２ 年 間 で し
た。１年目の講義や実習
からは、自分が今まで知
らなかったたくさんの学
びを得ることができ、そ

れらをどのようにいかすかを考えながら２年目の実
践研究を進めてきました。最終報告会では、SEL －８
S プログラムの学習を実施した成果と課題について、
アンケート調査から得られたデータ等をもとに報告
させていただきます。最後に、授業実践に協力して
くださった先生方、指導してくださった教職大学院
の先生方に心から感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　金田一　大輔
テーマ：全ての生徒の教育的ニーズに応える個
別最適化された授業の在り方―ＵＤＬの視点を

取り入れた協働的な授
業実践を通して―
　 教 職 大 学 院 に 入 っ て
あっという間に２年が経
とうとしています。普通
に教員生活をしていたら
できなかった数々の経験

や出会いは、教職という枠を超え自分の人生にとって

も大きな糧になりました。研究テーマである「学びの
ユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）」は、個別最適な学
びが実現できる一つの答えだと感じています。最終報
告会では、ＵＤＬという枠組みで生徒が活動したこと
や先生方と協働した実践について、分かりやすくお伝
えできるように頑張ります。最後に大学院での学びの
機会を作って下さったこと、私を支えて下さった勤務
校の先生方、大学院の先生方、仲間たちに、この場を
借りてお礼を伝えたいと思います。本当にありがとう
ございました。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　須藤　千代子　
テーマ：知的障害特別支援学校小学部の生活単
元学習における学習評価の在り方ー各教科等と
関連づけた目標の設定と学習評価の方法―

　まもなく２年間の教職
大学院での院生生活が終
わりに近づき、寂しい気
持ちが大きくなっていま
す。特に１年次では、様々
な講義や実習等を受ける
中で、年代も校種も違う

院生のみなさんと熱い意見交流、省察を行ってきた時
間は、私の中でも本当に貴重な経験であり、学びの多
い充実した時間でした。この２年間の学びを、これか
ら学校現場でどのように生かしていくのかが新しい課
題であり、還元できるように努めていきたいと思いま
す。これまで実践研究に協力してくださった先生方、
ご指導くださった教職大学院の先生方に、心より感謝
申し上げます。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　田中　美紀　
テーマ：知的障害のある生徒に対するキャリア発
達を促すホームルーム活動の在り方に関する研究
―目標設定、振り返りと対話に着目して―

　学校種や世代の異なる
仲間との学び合い、実習
先で心動いた数々の場面、
省察を繰り返し、じっく
りと教育に向き合った昨
年度。目の前の子どもた
ちと対話を重ね、成長に

喜びを感じた今年度。この２年間、多くの「出会い」
と「気づき」がありました。日々後押しくださった勤
務校の皆様、大切なことを教えてくれた子どもたちや
保護者の皆様、温かく御指導くださった指導教員はじ
め、教職大学院の先生方に心より感謝申し上げます。
２年間を振り返るいま、もっと学びたい思いでいます。
これからも「理論と実践の往還」に努め、「学び続け
る教員」でありたいと思います。
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Ｍ２ミドルリーダー養成コース　成田　悠仁
テーマ：子どもの学びの事実を見取り深める授
業研究デザイン―校内研修における授業参観と
研究協議会を中心に―

　 研 究 が 進 め ば 進 む ほ
ど、教師の仕事の原点は
子どもたち一人ひとりに
目を向け、その子に起き
ている学びのドラマを見
取ることだと感じます。
それはなにも個別最適な

学びがトレンドだからではなく、どんな方法論もボト
ムアップされたものでなければ机上の空論に過ぎず、
その根拠となるものは私たち教師が見取った子どもの
姿でなければならないと信じているからです。また、
子どもたちの喜びや葛藤、成長を見取ることは教師の
魅力そのものであると思います。当たり前なようで忘
れがちな教師の魅力を再認識させていただいた教職大
学院の先生方と同僚に感謝しながら、２年間の学びの
成果を発表できたらと考えています。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　平山　しのぶ
テーマ：自己効力感を育む授業づくり―生徒同
士のフィードバックに着目して― 

　教職大学院では経験し
たことのないたくさんの
ことを学ばせていただき
ました。改めて自分の教
師人生を振り返り、理想
と現実のギャップを埋め
るためにはどうしていけ

ばいいのか、何度も悩みながら時間をかけ、仲間た
ちと話し合いを重ねてきました。他校種の方々や世代
が違うストマスとの意見交換はとても貴重な経験であ
り、自分の財産にしていきたいと考えています。今後は、
教職大学院で学んだことを生徒へ還元し、共に笑顔で
いられるよう努力し、学び続けていきたいと思います。

Ｍ２ミドルリーダー養成コース　元木　龍太
テーマ：主体的な学習者の育成を目指す自主学習の
指導― 一人一人に合った学習方略の活用を通して―

　長い2年間だと覚悟し
ていた大学院生活も、終
わりが近づくと様々な想
いが錯綜する今日この頃
です。2月をもって、今
回の研究は一区切りをつ
けますが今感じているこ

とは「終わりではなく新たな始まりである」というこ
とです。学べば学ぶほど、知れば知るほど、目の前の
子どもたちのためにできることがもっとあるはずだと
いう想いが強くなりました。「現場にいるからこそで

きること」に改めて邁進して行くと覚悟と志をもった次
第です。結びに、たくさん時間を割いていただき多大な
るご支援をいただいた吉田教授、惜しみない協力をして
くださった、高屋校長をはじめとする油川中学校教職
員の皆さん、そして大学院で学ぶ機会を与えてくださっ
た尊敬する恩師に、伝えきれない感謝を述べて新たなる
スタートといたします。ありがとうございました。

Ｍ２学校教育実践コース　伊藤　未祐
テーマ：言語活動の充実に向けた「学び合い」
による授業実践

　最終報告会が刻一刻と
近 づ く 中 で、 今、 私 自
身の正直な思いとしては

「２年間の学びの集大成
を悔いなくお伝えできる
だろうか」という不安が
あります。しかしながら、

教職大学院での学びを振り返ると、教育に係る様々な
講義や観察・フィールド実習での学びを経て、「教師を
目指す身」として、そして「一人の人間」として、確か
に成長してきたと実感しております。何より、この２年
間で大きな支えとなった仲間たちや先生方、子どもたち
との出会いが、私にとってかけがえのない宝物となり
ました。報告会では、これまで懸命に学んできたことへ
の自負と共に、周囲の方々に対する感謝の気持ちを込め、
自信をもって最終報告会に臨みたいと思います。

Ｍ２学校教育実践コース　葛西　泉花
テーマ：保健だよりを活用した養護実践のあり方

　この２年間、自分なり
に 理 論 と 実 践 を 往 還 し
て学んできました。実践
研究自体が初めての経験
で、壁にぶつかったり、
迷ったりすることが沢山
ありましたが、教授から

の熱いご指導やひたむきに学び続ける仲間の姿に何度
も刺激を受け、ここまで学び続けることができました。
また、実習校の先生方や生徒たちのおかげで、より充
実した学びを得ることができました。この場をお借り
して、関係者の皆様に感謝申し上げます。最終報告会
では、２年間の学びの総まとめとして、また、今後の
教師人生のスタートとして、成果と課題を発表したい
と思います。

Ｍ２学校教育実践コース　仲村　みなみ
テーマ：より良い人間関係を目指した心の健康教育～
アサーション・トレーニングによる自己表現力の向上～
　２年前、教育学部の卒業を間近に控えた私は、教員と
して働くにはまだまだ自信と覚悟が足りませんでした。
しかし、教職大学院での講義や仲間との出会い、たくさ
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ん経験させていただいた
教育実習の中で、私の中
の教育観が育っていった
ように思います。子ども
たちにどんな願いをもっ
て接するのか、心身の発
育だけでなく、一人の人

間に成長していく上でどんな言葉をかけるのか意識す
るようになりました。来年度から県内の養護教諭とし
て新たな人生を歩みはじめます。この２年間の学びを
忘れることなく、現場に出た後も研究に取り組んでい
きます。

Ｍ２教科領域実践コース　木村　郷
テーマ：運動に対する好意的感情の向上を目指
して―運動有能感からの検討―

　これまで運動に対して
どんなアプローチをすれ
ば、好意的な感情を持つ
ことができるのかを軸と
して研究してきました。
体育の授業は子どもたち
が平等に運動に親しむこ

とのできる時間でもありますが、それと同時に運動が
嫌いになる瞬間にもなり得るという面も持ち合わせて
います。いかに後者の場面を減らし、運動することへ
の喜びや楽しさを感じさせることができるのかを追い
求めて研究してきました。この2年間の研究と学びの成
果を惜しみなく発揮し、これまで支えてくださったすべ
ての方々への恩返しとなるような報告会にします。

Ｍ２教科領域実践コース　島津　杏佳
テーマ：生徒が主体的に参加できる中学校音楽
科の授業づくり―「鑑賞」の授業における生徒
の多様な「聴く姿」に注目して―

　この２年間はとても大
切な時間となりました。
入学当初を振り返ると、
教師という職に対して大
きな不安を感じる毎日で
した。多くの先生方や院
生と出会い、色々な考え

方や視点に触れることで、自分の考え方や視点も日々
深まっていったことを実感しています。また、他の院
生の頑張る姿が刺激となり、苦しい場面も何とか乗り
越えることができました。２年間の実習を乗り越えて
も、今後の教員生活に対しての不安が消えることはあり
ませんが、明日も新しい自分に出会えるように、緊張
感を持って残りの時間を過ごしていきたいと思います。
2年間の集大成となる最終報告会では、これまでの感謝
の気持ちを忘れずに、自分の考えを伝えられるように頑
張りたいと思います。

Ｍ２教科領域実践コース　中川　大輝
テーマ：地域教材を生かした社会科授業実践

　教職大学院に来てから
の２年間を振り返り真っ
先に思うことは自分にで
きることがあまりにも無
いということでした。教
員としての知識も欠けて
おり、技術的な部分も不

足しており、社会に出る人として身につけるべく能力
も欠けていたように思います。その都度、なんとかし
なければと自分を変えようとしましたが、それでもま
だまだ足りないものが多いように思います。残された
時間を少しでも有効に使い、新年度から頑張っていく
所存です。

Ｍ２教科領域実践コース　中島　柊太
テーマ：中学校数学における自己内対話を活かした
授業の研究―吹き出しを活かした振り返り活動―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　私は教職大学院での２
年間で、「物事を深く考え
ること」「活動を振り返
り、次に活かしていくこ
と」の２つの力を伸ばす
ことができたと振り返っ
ている。ただ新しいこと

に挑戦し続けることだけを繰り返していた以前の自分
とは異なり、一度立ち止まって考えることができるよ
うになったことで、新たな発見も増えたように感じて
いる。この経験を踏まえ、生徒の立場に立つことを意
識して考えた自分の研究の成果を、今回の発表会で報
告したい。

Ｍ２教科領域実践コース　濱谷　大輔
テーマ：中学校数学科における数学の有用性を実感
できる学習指導―数学的モデル化に焦点を当てて―
　 教職大学院での2年間は

非常に「密」な時間でし
た。講義、実習、研究と、
どれも大変な活動では
ありましたが、今の私に
とって欠かすことのでき
ない貴重な経験となって

います。また、その過程においては院生や大学教員
の皆様、実習校の先生方や生徒等の様々な出会いも
ありました。皆様の助けが無ければ、研究はおろか
学生生活すらやり切れませんでした。本当に感謝の
気持ちで一杯です。この想いを大切にしながら、最
終発表会ではひとまずの集大成として自身の研究を
発表させていただきます。そして、生徒が成長でき
る教育実践を目指して、今後の教員生活につなげて
いきます。



5

Ｍ２教科領域実践コース　三浦　峻敬
テーマ：中学校数学科における学びに向かう力の
育成―粘り強く考える態度を養う授業づくり―

教職大学院での生活は，
振り返るとあっという間
の出来事のように感じら
れますが，とても中身の
濃い２年間でした。個性
豊かな仲間と共に学んで
きたこの経験は，今後も

自分の中の核として残っていくと思います。報告会で
は学びの集大成として，これまでの研究の成果を報告
します。入学時と比べると，まだまだ未熟ではあります
が，教員としての力と自信をもって現場に出ることがで
きると思います。教職大学院での学びを胸に，青森県の
教員として邁進していきます。ご指導くださった先生方，
院生の皆さん，本当にありがとうございました。

Ｍ２教科領域実践コース　宮野　純
テーマ：高等学校生物における思考力を育成す
る授業づくり

　教職大学院に入り、早
２年が経とうとしていま
す。時が過ぎ去るのは本
当に早いなと感じていま
す。教職大学院での学び
は私にとって非常に充実
していました。また、教

育実習も充実しており、素晴らしい環境で実習できた
ことは私の財産になりました。さらに、共に助け合っ
ていく仲間の存在が、ここまで行くまでの大きな存在
になりました。総じて、教職大学院での２年間の生活
は、大変でありながらも濃密で楽しい２年間でした。
本当にありがとうございました。

Ｍ２教科領域実践コース　森川　喜介
テーマ：数学の楽しさを味わわせる授業づくり―生
活や学習に活かそうとする態度の育成を目指して―

　大学院生活を振り返る
と、多くの方々に多くの
ことを学び、助けていた
だいた2年間でした。２
年前、理工学部出身で同
期と比べて知らないこと
やできないことが多かっ

た私がここまで成長できたのは、人に恵まれたからだ
と思います。２月に大学院生活の集大成として最終報
告会に臨みます。研究の成果を発表するだけでなく、
講義で学んだことと実習で経験したこと、理論と実践
の往還を繰り返して成長した姿をお見せしたいです。
また、学んだことを胸に来年度から教員として頑張り
ます。

Ｍ２特別支援教育実践コース　野村　直樹　　
テーマ：知的障害特別支援学校におけるホーム
ルーム活動を中心としたキャリア発達を促す授
業実践―「なりたい自分」を踏まえて生徒が設
定する目標と協働的な振り返り―

　教職大学院での２年間
は、沢山の人たちに支え
ていただいたおかげで走
り続けることができまし
た。研究活動や教師とし
ての在り方についてご指
導いただいた菊地先生、

授業や全体ゼミで様々な視点のご意見をくださった教
職大学院の先生方、大変手厚くご指導くださった実習
校の先生方、意欲的に授業に取り組んでくれた生徒の
皆様、共に学び合った院生の皆様、関わってくださっ
た皆様に感謝しております。弘前大学教職大学院での
学びを沢山の人に還元できるように努めて参ります。
２年間ありがとうございました。

年次報告会に向けて
Ｍ１ミドルリーダー養成コース　安保　愛子
テーマ：低・中学年におけるケア的思考の醸成
を基盤とした自治能力の向上

　子どもたちが「どうし
たら楽しく、安心・安全
に学校生活を送ることが
できるか」を考えながら
教職大学院での学びを進
めてきました。講義や院
生同士の意見交流、実習

や省察の中でたくさんの理論を学び、「ケア的思考の
醸成」にたどり着きました。子ども同士の対話や交流
を通して安心・安全な共同体づくりを重視し、多様な
考えや思いを認め合い、創造しながら学校生活が送れ
る取組を充実させたいと考えています。協力してくだ
さる勤務校と温かくご指導くださった教職大学院の先
生方に感謝し、来年度のよりよい実践研究につながる
報告会にしたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　大池　由紀子
テーマ：小規模の小中一貫校における教師の協
働的な授業デザイン―校種を超えた異学年交流
を取り入れた授業実践を通して―

　 授 業 が 活 性 化 さ れ な
い、学びが深まらない原
因を「子どもの人数が少
ないから」と思っていま
したが、カリキュラム・
マ ネ ジ メ ン ト が 足 り な
かったのだとわかりまし
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た。これまでは、学習指導要領や教科書に縛られ、教
材の部分しか工夫していませんでした。しかし本来、
教師はもっと自由に、創造的に授業をしてもいいはず
です。本研究には「もっとこんな授業をしてみたい」
という教師のワクワク感が増えてほしいという私の願
いを込めています。勤務校と学区内の小学校の先生方
におかれましては、一貫校に向けた準備でご多忙の中、
アンケート等でご協力いただき、感謝申し上げます。
来年度は、先生方と子どもや授業について熱く想いを
語り合いながら実践していきたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　葛西　史生
テーマ：生徒の自学自習を促す内発的動機づけ
方略の検討―評価とフィードバックのあり方に
焦点を合わせて―

　これまでの教育実践と
教職大学院の学びから、
生 徒 が 自 ら 課 題 を 見 つ
け、それに向かって粘り
強く学習に向かって行く
姿勢を身に付けるための
支援について考えるよう

になりました。そこで、生徒の内発的動機づけが高ま
ることが重要であると考え、本研究に取り組むことに
しました。年次報告会を通して、これまでの研究を整
理し、新たな課題を発見したいと考えています。これ
まで支えていただいた教職大学院の先生方や勤務校の
皆様に感謝し、研究を深めて行きたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　柏﨑　康司
テーマ：よりよい学校生活に向けた行動変容
―多元的な非認知能力獲得のための介入―

　勤務校の生徒たちは、
『「夢・挑戦・感動」～夢
に向かって挑戦し感動で
きる生徒の育成～』とい
う学校目標のもと、純朴
な人柄をいかし、日々明
るく、元気よく活動して

います。その良さを更に伸ばし、そして「よりよい学
校生活」を実現するため、あるいは卒業後の生活をよ
り豊かにするために、非認知能力の獲得が必要である
と考え、本研究に取り組むことにしました。熱心にご
指導してくださった教職大学院の先生方、勤務校実習
の際に、インタビュー調査やデータ収集に協力してく
ださった先生方に感謝し、来年度の実践研究につなが
る年次報告会にしたいと考えています。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　工藤　渉太
テーマ：１人１台端末に対する教師の意識変容
～教育活動全体での活用を通して～
　教職大学院での1年間を通して、子どもにとって、

教師にとって「学び」と
は何かということを問い
続けています。そしてこ
れまで私自身が子どもた
ち か ら 多 く の こ と を 学
んでいたこと、関わって
きた先生方に支えられ、

学ばせてもらっていたことに改めて気づきました。
Society 5.0を生きる子どもたちにとって必要な力を身
につけるために、「１人１台端末」を活用した「他者
との協働」「知識・情報の共有」について、先生方と
共に考え学びたいという思いで研究テーマを設定しま
した。大学院での学びを勤務校の先生方や子どもたち
に少しでも還元できるよう、今後の実践をより良いも
のにしていきたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　佐藤　大記
テーマ：病弱教育における児童生徒の自己肯定
感を高めるための支援方法と教員の体制に関す
る研究

　勤務校に赴任してから
感じていた「本校の児童
生 徒 に 不 足 し て い る 何
か」を考え、教職大学院
での学修をとおして見え
てきたものが自己肯定感
の低さでした。これから

の急速に変化する予測困難な社会に対応し、積極的に
社会参加できるようになるためにも、自己肯定感を高
めることが重要だと考えます。そのために私たち教師
は児童生徒にどのような支援をすべきか、チームとし
てどのような体制で支援にあたることが有効なのか
を、本研究によって明らかにしていきたいと考えてい
ます。これまでお力添えいただいた教職大学院の先生
方、調査研究に御協力いただいた勤務校の先生方に感
謝し、実りある実践研究に結び付けられるよう、研鑽
を重ねたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　寺山　陽子
テーマ：自ら学ぶ意欲を引き出す「一人ひとり
に学びがある授業」づくり～中学校「道徳科」
の校内研修を通して～

　教職大学院での学びや
院生室での対話は、新し
い発見や気づきの連続で
した。それらは私にこれ
ま で 見 え な か っ た 世 界
や、 見 よ う と し て い な
かった世界を見せてくれ

ました。実践研究では「自分の中の好奇心」と「目の前
の子ども」、「勤務校や同じ校種の先生方に還元できるこ
と」を繋ぎ、核になるものをテーマとしました。今年度
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ご指導くださった大学院の先生方、勤務校の先生方に感
謝し、次年度につながる報告会にしたいと思います。

Ｍ１ミドルリーダー養成コース　雪田　聡
テーマ：高校数学における学力の類型化とそれ
に基づく指導と評価のあり方に関する検討

　教職大学院での１年が
終わろうとしています。
授業や実習等を通して多
くの知識を身につけるこ
とはもちろんですが、考
え方を磨くことができた
と感じています。また、

ストレートマスターの院生と共に授業を受けること
で、新たな気づきや刺激を受けることができ、ミドル
リーダー養成コースの院生と校種を越えた対話ができ
たことは貴重な経験となりました。大学での学びに必
要なのは知識を暗記して再生する力ではなく、学んだ
ことを使いこなして論じ、表現する力であると身を
もって知りました。大学等や社会へつなぐ役割を持つ
高校ではどのような生徒を育てるのかを考え続けるこ
とが大切であると感じています。

Ｍ１学校教育実践コース　鳥元　帆乃佳
テーマ :生徒の心の健康の向上を目指した保健室
前廊下の掲示物―「子どもの人権」の観点から―

　私は保健室での対応を
通して生徒が訴える身体
症状の背景には人間関係
の悩みなどさまざまな要
因があることを実感しま
した。そこで、生徒が自
ら問題に気づき、解決し

ていく力を育てることを目的として、子どもの権利の
観点から生徒の心の健康に働きかける保健室前廊下の
掲示物のあり方についての研究を進めています。生徒
が子どもの権利に照らして自分の悩みや問題を捉え直
し、よりよい解決に結びつくような掲示物を目指して、
次年度につながる発表にしたいと思います。

Ｍ１学校教育実践コース　新田　ひかり
テーマ : 三角ロジックを活用した国語科授業実
践―根拠のある考えの形成を目指して―

　私は根拠のある考えの
形成を目指した国語科授
業実践についての研究を
行っています。｢根拠の
ある考えの形成｣ は、平
成29年度版中学校国語科
学習指導要領から課題と

して明文化され、解決を目指し指導事項や評価規準が
設定されました。この課題を解決するための効果的な

方法として、今回鶴田清司の ｢根拠・理由・主張の3点
セット ( 三角ロジック )｣ を活用した授業実践を提案し
ます。自身の研究が、国語科の抱える課題を解決する一
助となることを願い、年次報告を行っていく所存です。

Ｍ１学校教育実践コース　藤田　晟雅
テーマ：すべての児童が参加し学びの楽しさを
実感できる算数科の授業を目指して―授業 UD の
視点を中心に―

　授業 UD の視覚化・焦
点化・共有化を中心とし
て取り入れた授業を実践
しました。児童の実態を
把握し、より効果的な教
材 や 教 具、 授 業 の 展 開
を考えるのがとても難し

かったです。年次報告会では、どのような実践をした
のかや成果と課題などをより詳細にし、報告したいと
思います。また、質疑応答などでさらなる課題が見つ
かり、来年度の実践をより良いものにすることができる
機会を活かし、自分自身の成長に繋げていきたいです。

Ｍ１教科領域実践コース　板垣　侑磨
テーマ：運動嫌いを減らす授業づくり

　私は体育の授業におけ
る運動の楽しさに着目し
ています。年次報告会で
は、これまでの授業実践
から得られた成果や課題
を、１年間の学びのまと
めとして発表し、その結

果をもとに今後の研究をどう展開していくかについて
も伝えていきます。また、たくさんの方からの意見を
いただきたいと考えており、自身のさらなる成長へと
つなげていきたいと思います。

Ｍ１教科領域実践コース　猪股　由惟
テーマ：小学校外国語科におけるタスクを基盤
とした授業の意義と課題―Task-based Language 
Teaching の実践的検討を通して―

　小学校学習指導要領外
国語編では、「コミュニ
ケーションを図る基礎と
なる資質・能力」の育成
が求められています。そ
こで私は、育てたい児童
の姿を「間違いを恐れず

にコミュニケーションを図り、外国語で伝え合う楽し
さに気づいている児童」としました。英語科教育学に
ついて学ぶ中で、Task-based Language Teaching に
出会いました。児童の伝え合う実感や達成感を重視し、
目標言語を実際に使いながらタスクを遂行することで
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言語習得を促進する教授法です。今年度は、この教授
法の実践を通して、児童の発話に生じる変化に着目し
て研究を進めてきました。実習校の皆様と教職大学院
の先生方に感謝しながら、次年度につながる報告会と
なるよう頑張ります。

Ｍ１教科領域実践コース　瓜生　太知
テーマ：生徒の興味・関心を向上させる理科授業～
日常生活と関わる課題を用いることの効果について～

　今年度のフィールド実習
や集中実習での実践の中で
得られた成果や課題を報告
書という形でまとめること
が出来ました。来年度の実
践のヒントとなることを一
つでも多く吸収できるよう

な実りある報告会にしたいと考えています。そのために
も自分が今までやっていたことをしっかり発表できるよ
うに頑張ります。

Ｍ１教科領域実践コース　古川　冬真
テーマ：中学校体育授業における運動習慣の獲
得を目指した授業づくりについて～一過性運動
に伴う肯定的感情に着目して～

　 私 の 研 究 は 生 徒 が 将
来、運動習慣を確立する
ことができるために、体
育授業で楽しいやワクワ
クする等の経験を多く得
られるための授業づくり
をすることです。この研

究を進めていくために、今年は生徒理解に努めてきま
した。私の研究は生徒の実態と照らし合わせて授業を考
えていかなければならないため、今年一年の取組は来年
度の授業づくりの際に、土台となるようなものです。今
年度の調査等をしっかり考察して授業づくりの方針を定
めて、来年度の授業実践に活かしていきたいと思います。　

Ｍ１教科領域実践コース　佐藤　陽奈子
テーマ：小学校英語教育における学習意欲を高
める授業づくり

　私は、外国語を学ぶ際
に生じる心理的な障壁に
対して課題意識を持ち、
人間関係の深まりに着目
しながら学習意欲を高め
る授業の在り方について
研究を進めてきました。

今年度は、児童同士の関係性を広げ深めるコミュニ
ケーション活動を目標とし、外国語の授業実践を行い
ました。これらの実践を通じて、学習に取り組む上で
の不安要素を取り除くためには、ともに学ぶ仲間の存

在や温かな授業環境が必要不可欠であると考えます。
今後は、年次報告会に向けて、これまでの成果や課題
を整理するとともに、次年度の研究へとつなげていき
たいと考えています。

Ｍ１教科領域実践コース　高田　真那
テーマ：授業のユニバーサルデザインを通して、「参加
する」から「理解できる」小学校国語科授業づくり

　 今 年 度 は 授 業 の ユ ニ
バーサルデザインを通し
た全員参加を目指した授
業実践に取り組んできま
した。具体的な手立てを
取り入れながら、児童が
授業に興味を持ち、安心

して授業に取り組むことができるように意識して実践
を行ってきました。まだまだ未熟なところも多く、課題
も多いですが、１年を通して学んだことを年次報告会で
報告することができればと思います。そして年次報告会
では様々なご意見をいただきながら、来年度の研究に活
かしていきたいです。

Ｍ１教科領域実践コース　土田　康裕
テーマ：素朴概念を変容させるための授業づく
りとはなにか

　私は素朴概念と科学的
概念の接続・照合を通し
て科学的な見方 ･ 考え方
の育成やメタ認知能力の
育成を目的とした研究を
行っています。理科にお
いては知識が断片的なも

のではとどまらず、その背景にある理論について深く
理解することが重要です。そのためには、学んだこと
を知識として定着させるのではなく、そこからさらに
日常生活と結びつけて自分の感覚と知識の違いについ
て考えをめぐらせることが出来るような仕掛けを作る
必要があります。年次報告会では本年度の実践の成果
と、来年度の実践に向けてどのように新たな取り組み
を行っていくかを発表出来れば良いと考えています。
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